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大
仙
市
の
東
端

岩
手
県
と
境
を
な
す
山
域

そ
こ
は
原
始
の
景
観
を
と
ど
め

凛
と
し
た
秘
境
を
保
ち
続
け
る

１
０
０
０
か
ら
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
そ
び
え

尾
根
と
尾
根
と
の
間
を
深
い
渓
谷
が
刻
む

ブ
ナ
の
原
生
林
や
巨
樹
・
巨
木
の
森

稀
少
植
物
を
含
む
多
彩
な
植
物
相

多
く
の
動
植
物
が
生
育
で
き
る
好
ま
し
い
環
境
な
ど

豊
か
で
変
化
に
富
ん
だ
山
域
は

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
見
せ

私
た
ち
に
対
し
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

さ
あ
魅
惑
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
出
か
け
よ
う

神
秘
の
山
々
「
真
昼
山
地
」
へ
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神秘の山 「々真昼山地」
特　集

６月４日、真木渓谷の小路又で今年の山開きの神事がとり行われた。山の神に敬意
を払い一年の安全を祈願。雄大な自然がわれわれを見守っているかのようだ。
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秋
田
県
と
岩
手
県
の
県
境
に
連

な
る
奥
羽
山
脈
。
そ
の
中
央
部
に

真
昼
山
地
が
あ
る
。

　
八
幡
平
、
秋
田
駒
ヶ
岳
、
栗
駒

地
域
は
火
山
活
動
に
よ
っ
て
地
形

や
植
生
が
影
響
を
受
け
た
が
、
こ

の
地
域
は
火
山
活
動
の
影
響
を
あ

ま
り
受
け
て
い
な
い
。
主
峰
は
１

４
４
０
メ
ー
ト
ル
の
和
賀
岳
で
、

お
お
か
ぶ
と
や
ま

か
ぶ
と
や
ま

薬
師
岳
、
大
甲
山
、
甲
山
、
中
ノ

か
ざ
く
ら

沢
岳
、
風
鞍
な
ど
１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
山
は
、
日
本
海
か
ら

ようこそ

真 昼 山 地
優れた自然の風景地　見どころ満載
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の
季
節
風
の
影
響
に
よ
る
多
雪
地

帯
で
浸
食
が
激
し
く
、
標
高
に
比

較
し
て
景
観
や
植
生
が
高
山
的
で

あ
る
。
Ｖ
字
渓
谷
が
発
達
し
、
広

大
な
ブ
ナ
の
原
生
林
の
ほ
か
、
渓

谷
の
美
し
さ
も
堪
能
で
き
る
。
真

木
渓
谷
や
川
口
渓
谷
、
仙
北
市
の

抱
返
渓
谷
は
新
緑
・
紅
葉
の
美
し

い
渓
谷
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の

人
が
訪
れ
る
。

　
真
昼
山
地
の
北
部
は
和
賀
山
塊

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

登
山
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
ま
だ
静
か
で
秘
境
の
魅
力
を

残
し
て
い
る
。
「
本
州
最
後
の
自

然
の
倉
庫
」「
野
生
の
聖
域
」
と
言

わ
れ
る
理
由
と
し
て
、
山
懐
が
深

け
ん
し
ゅ
ん

く
険
峻
で
容
易
に
人
を
寄
せ
付
け

な
い
原
生
自
然
度
の
極
め
て
高
い

山
域
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
太
田
地
域
か
ら
美
郷
町

千
畑
に
か
け
て
の
真
昼
山
地
の
一

部
の
区
域
（
５
９
０
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
が
、
県
立
自
然
公
園
と
し
て

昭
和
50
年
１
月
11
日
に
指
定
を
受

け
て
い
る
。

　
自
然
公
園
と
は
、
優
れ
た
美
し

い
自
然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と

と
も
に
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や

自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
指
定
さ
れ
た
地
域
。
一
定
の

制
限
の
も
と
で
自
然
の
風
景
地
の

保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
。
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『マンダの木』
幹周8.3ｍ、樹高20ｍ、樹齢300年（推定）
マンダとは東北地方の方言でシナノキを意味する。
黒森山（830ｍ）へ向かう林道脇に根を張る。
縦横に張り出した姿は、釈迦が悟りを開いたと伝え
られる菩提樹のような荘厳さを醸し出している。
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『巨大ミズナラ』
幹周6.7ｍ
甘露水口からスギ植林地を抜けるとミズナラの巨樹群がある。そのま
ま登山道を進むと、この一帯で一番の巨樹と思われる古木に出会う。

　
悠
久
の
時
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
巨
樹
・
巨
木
の
森
は
、
わ
が
国
の
森

林
・
樹
木
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
の
恵
み
を
は
ぐ
く
ん

で
い
る
。
ま
た
、
良
好
な
景
観
の
形
成
や
野
生
動
物
の
生
息
環
境
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
な
ど
、
地
域
の
誇

り
で
あ
り
保
全
す
べ
き
自
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
真
昼
山
地
の
主
峰
「
和
賀
岳
」
の
和
賀
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
ワ
ッ
カ
」
が

語
源
と
言
わ
れ
、「
美
し
い
水
」
を
意
味
す
る
。
豊
富
で
澄
ん
だ
多
く
の

水
は
多
く
の
木
々
を
育
て
て
い
る
。
日
本
で
最
も
太
い
ブ
ナ
や
ク
リ
の

ほ
か
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
ク
ロ
ベ
な
ど
の
巨
木
が
点
在

し
、
こ
の
一
帯
は
巨
樹
・
巨
木
の
森
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
生
命
力
に
あ
ふ
れ
、
神
々
し
く
も
荘
厳
な
悠
久
な
る
「
時
の
証
言
者
」

の
前
で
は
、
人
間
の
存
在
が
ち
っ
ぽ
け
に
思
え
る
。

『白岩岳の日本一のブナ』
幹周8.6ｍ、樹高24ｍ、樹齢300年（推定）
平成５年、巨樹の会がブナの調査を行い、当
時の日本一「小影山のブナ」（こちらも真昼山
地内）を確認した際、ガイドが「もっと大き
なブナがある」とのことで、翌年改めて調査
されて発見される。

巨
樹
・
巨
木
の
森

み
な
ぎ
る
生
命
　
神
々
し
い
木
々

「巨樹」「巨木」とは？

　樹高の高い木や太い木を「巨樹」「巨木」などと呼ぶが、以前は

その定義がはっきりしなかった。しかし、昭和63年に環境省が巨

樹・巨木林調査を行うにあたり、「地上から130センチの位置で幹

の周りが３メートル以上の樹木を対象とする」と定め、現在ではこ

れが巨樹の一般的な定義となっている。

　また、巨樹が数本の群生や広範囲に広がりを持って生えている場

合には、巨木林と呼ばれる。

『オブ山の大杉』
幹周12.4ｍ、樹高34ｍ、樹齢1,200年（推定）
平成９年に発見された東北で３番目の巨樹。
12年に「森の巨人たち100選」に選ばれる。
幹は途中から３本に分かれている。杉の国、
秋田を代表する天然杉。
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自
然
造
形
の

　
　
　
　
か
れ
ん
な
主
役
た
ち

　
火
山
が
連
な
る
奥
羽
山
脈
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
な
が
ら
、非
火

山
と
し
て
形
成
さ
れ
た
真
昼
山
地
。
主
峰
「
和
賀
岳
」
が
１
４
４
０

メ
ー
ト
ル
と
、
そ
ん
な
に
標
高
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
山
植

物
が
豊
富
で
所
々
に
お
花
畑
が
発
達
し
て
い
る
。

　
見
ら
れ
る
高
山
植
物
は
中
部
山
岳
地
帯
や
北
海
道
に
見
ら
れ
る
も

の
も
数
多
く
あ
る
。火
山
の
影
響
を
あ
ま
り
多
く
受
け
て
い
な
い
た

め
、
秋
田
県
で
は
分
布
の
限
ら
れ
た
貴
重
な
種
も
多
く
、
北
方
系
の

植
物
の
ほ
か
に
雪
の
保
温
効
果
に
よ
っ
て
暖
地
系
の
植
物
も
散
見
さ

れ
る
特
異
な
地
域
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、稀
少
植
物
と
さ
れ
る
氷
河
期
か
ら

の
遺
存
植
物
が
広
い
群
落
を
つ
く
っ
て
自
生
し
て
い
る
。

　
真
昼
山
地
の
植
生
に
は
、こ
う
し
た
稀
少
植
物
や
環
境
省
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
に
揚
げ
ら
れ
る
絶
滅
危
惧
種
な
ど
が
非
常
に
多
く
、こ
れ
ら

の
生
育
環
境
が
き
わ
め
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

百
花
繚
乱
・
お
花
畑

風
渡
る
稜
線
は
花
の
道

７月、薬師平はニッコウキスゲのお花畑に変わる。

オサバグサ
（ケシ科）
真昼岳で最も人気のある花で、亜高山のブナ林下に
生える。
ケシ科の植物で、日本固有の一属一種の多年草。
葉はシダの葉に似て多数根生し、長さ7～20cmで
倒披針形、くしの歯状に羽状に深裂する。
花茎は高さ15～ 30cm、直立して総状花序をつけ
る。花冠は長さ5～7mmで、白色の４花弁を下向
きにつける。

【秋田県絶滅危惧種ＩＢ】
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ショウジョウバカマ
（ユリ科）
高さ30cmほどの直立した
茎の先端に５～８個の花を
つける。
花のかたまりは直径5cmほ
どで、長さ10cmほどの葉が
茎の根元に放射状につく。
雪消えとともに低山から高
山へと咲いていく。

チングルマ
（バラ科）
高さ10～20cmの落葉低木。直径2cmほどの白い
花を咲かせる、代表的な「雪田植物」の一つ。
比較的遅くまで雪渓の残る斜面や万年雪の残る所を
雪田と呼ばれる環境に適応。雪田では消雪期間がた
いへん短く、植物はその間に生長し、花を咲かせ、
種子を結ばなくてはならないため、特殊な植物しか
生育できず、そこに生育する種類も限られる。和賀
岳頂上付近に群落をつくる。

【秋田県準絶滅危惧種】

イワカガミ
（イワウメ科）
光沢のある円形やハート形
の葉が、地面を覆うように
たくさん生えている間から
花茎を伸ばし、その先端に
10 個前後のピンクの花を
つける。 細長い毛を束ねた
ような花は長さ 2cm ほど
で、径は約1cm。

シラネアオイ
（シラネアオイ科）
日本海要素を代表する一科
一属一種の日本固有の植物。
花は茎頂に１個つき、花径
は8～10cmほどで日本を
代表する植物の一つ。
真昼岳峰越コースのシラネ
アオイはすばらしい。

【秋田県準絶滅危惧種】

ハクサンチドリ
（ラン科）
茎に数個～数 10 個の花を
つける多年草。
花は径約15mmで紅紫色、
萼や花弁の先が鋭くとがっ
ていて、鳥のくちばしを思
わせ、下側の唇弁には濃い
紅紫色をした斑点がある。

【秋田県準絶滅危惧種】

ムカゴトラノオ
（タデ科）
亜高山～高山帯の草地や礫地などに生える多年草
で、小鷲倉や和賀岳山頂に多く見られる多年草。
茎の高さは10～40cm。茎頂に長さ2～5cmの穂状
花序を出し、上半分に長さ2～3mmの白色の花を
密につけ、下半分には珠芽(むかご)をつける。
珠芽は、腋芽が養分を蓄えて球状となったもので、
落下して地上で発芽し無性的に新しい個体となる栄
養生殖体。

【秋田県絶滅危惧種ＩＡ】

イブキトラノオ
（タデ科）
山地や高原の日当たりのよいやや湿った場所に生え
る多年草。
茎は直立して、高さ50～ 120cm。根生葉は長さ8
～20cm、披針形～卵状長楕円形で、基部は柄に流
れて翼になる。茎葉は互生で数個付き、ごく短い柄
があるか無柄で基部は茎を抱く、細長い三角形で先
端は尖る。 花序は茎の先に一つつき長さ3～8cmで
円柱状、白色～淡紅色の小さな花を多数つける。

【秋田県絶滅危惧種ＩＢ】
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光と影を切り取
る「まさに清流。

川底の砂利が、
普通のカメラで

クッキリ写るん
です」

　
秋
田
県
内
に
は
８
カ
所
の
県
立

自
然
公
園
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

「
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
」
の

管
理
員
を
務
め
る
の
が
倉
田
陽
一

さ
ん
だ
。
本
業
は
ラ
ン
な
ど
の
花

き
農
家
だ
が
、
管
理
員
と
し
て
県

の
委
嘱
を
受
け
て
６
年
目
に
な

る
。
年
間
の
業
務
日
数
は
１
８
５

日
。
５
９
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
巡

回
。
登
山
道
や
遊
歩
道
、
施
設
の

安
全
確
認
、
高
山
植
物
の
盗
掘
な

ど
区
域
内
に
目
を
光
ら
せ
る
。

　「
５
日
に
３
日
は
公
園
内
に
入
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
回
は
公
園

内
の
ど
こ
か
の
山
頂
ま
で
登
っ
て

い
ま
す
」
と
簡
単
に
話
す
。

　
登
山
歴
40
年
以
上
の
ベ
テ
ラ

ン
。
真
昼
山
地
の
山
々
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
登
っ
た
。
「
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
地
元
の
山
々
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
登
山
を

始
め
た
の
は
、
大
学
時

代
か
ら
」。
１
週
間
泊
ま

り
が
け
の
八
甲
田
で
の

野
外
実
習
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。「
植
生
調
査
の

た
め
１
０
０
種
類
の
植
物

を
１
日
で
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
必
死
に
覚
え
ま

し
た
。
植
物
名
を
知
っ
た

こ
と
で
山
登
り
の
楽
し
さ

が
変
わ
り
ま
し
た
。
た
だ

山
を
登
る
の
で
は
な
く
、

生
育
植
物
か
ら
山
の
特
徴

が
見
え
る
」
と
新
た
な
山
の

楽
し
み
方
を
知
っ
た
。

　
真
昼
山
地
の
魅
力
を
「
標

高
の
割
に
は
ア
ル
ペ
ン
的
だ

が
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に
比
べ

る
と
女
性
的
で
優
し
い
感
じ

が
す
る
。
そ
し
て
植
物
相
が
豊

富
」
と
語
る
。

■くらた　よういち
昭和26年10月６日旧太田町生まれ。
昭和50年弘前大学理学部生物学科卒業。
平成13年に真木真昼県立自然公園管理
員の委嘱を県から受け、現在で６年目。
5,903haの広大な面積を管理している。
次のホームページで和賀岳、薬師岳、真
昼山の最新情報を配信している。
http ://www.obako .o r . j p/kurasan/
yamagaido1index.html
著書「花かおる和賀岳・真昼岳」

（ほおずき書籍）

　
先
ご
ろ
行
わ
れ
た
県
内
最
大
の

公
募
展
、
第
48
回
県
美
術
展
覧
会

に
お
い
て
、
　
橋
直
美
さ
ん
は
３

年
連
続
入
賞
に
輝
い
た
。

　
　
橋
さ
ん
が
初
め
て
カ
メ
ラ
を

手
に
し
た
の
は
中
学
の
と
き
。

ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の
カ
メ
ラ
だ
っ

た
。
高
校
で
は
写
真
部
に
在
籍
し

た
が
、
仕
事
に
就
い
て
か
ら
は
写

真
か
ら
は
離
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
５
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
ど
っ
ぷ

り
は
ま
っ
て
い
る
。
主
に
風
景
が

被
写
体
だ
が
、
現
在
は
月
を
写
し

込
ん
だ
も
の
に
夢
中
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
少
年
時
代
に
あ
こ
が

れ
た
名
機
、
旧
式
写
真
機
の
収
集

家
で
も
あ
る
。

　
真
昼
山
地
に
は
た
く
さ
ん
の
渓

谷
が
あ
り
、
新
緑
や
紅
葉
の
時
期

は
特
に
美
し
い
と
い
う
。
ま
た
、

こ
ん
な
に
き
れ
い
な
清
流
は
な
い

と
話
す
。

　「
普
通
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て

も
、
川
底
の
砂
利
が
く
っ
き
り
写

る
ん
で
す
。
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

流
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
写
真
を
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山に魅せられて
「紅葉より新緑

がきれい。それ
も萌えぎ初めの

１週間は最高」

真木真昼県立自
然公園管理員

自然観察指導員
　倉 田 陽 一 

さん（太田町駒
場）

■たかはし　なおみ
昭和23年８月19日、旧太田町生まれ。
写真は中学時代から始めるが、５年ぐら
い前から本格的に撮影を開始する。
平成16年の第46回県美術展覧会の写真
部門で初入賞。以来３年連続で入賞して
いる。また、16年には千畑ラベンダー園
2004年フォトコンテストで金賞を受賞。
風景写真を主に撮影しながら、旧式写真
機の愛好者としても知られる。

　
真
昼
山
地
の
植
物
相
は
日
本
海

要
素
を
主
体
と
す
る
も
の
の
、
本

州
中
部
の
太
平
洋
側
に
本
拠
を
も

つ
暖
地
性
の
植
物
が
入
り
込
み
、

ま
る
で
多
民
族
国
家
の
よ
う
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
希
少

植
物
の
宝
庫
で
あ
り
、
環
境
省
の

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
揚
げ
ら
れ
る
絶

滅
危
惧
種
も
非
常
に
多
く
、
生
育

環
境
が
極
め
て
良
く
保
存
さ
れ
て

い
る
。

　
中
高
年
者
の
登
山
ブ
ー
ム
。
と

り
わ
け
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の

高
山
植
物
を
求
め
て
の
登
山
客
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
他
人
任
せ
の
登
山
者
が

多
い
と
い
う
。

　
山
の
地
理
を
頭
に
た
た
き
込
ん

で
い
る
倉
田
さ
ん
で
も
、
登
山
の

際
に
は
国
土
地
理
院
の
地
形
図

（
２
万
５
０
０
０
分
の
１
）と
コ
ン

パ
ス
を
携
行
す
る
。
「
少
な
く
て

も
こ
れ
ら
必
需
品
を
持
ち
、
植
物

相
な
ど
を
含
め
て
ど
ん
な
山
な
の

か
下
調
べ
す
れ
ば
、
登
山
を
よ
り

楽
し
め
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

見
せ
て
く
れ
た
。

　
真
木
渓
谷
は
美
し
い
渓
相

を
見
せ
る
が
、
撮
影
と
な
る

と
難
し
い
と
い
う
。
「
谷
が

険
し
い
分
だ
け
空
が
狭
く
、

被
写
体
に
光
が
均
等
に
当
た

ら
ず
明
暗
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
季
節
に
よ
っ
て
太

陽
の
高
度
や
角
度
が
変
わ

る
た
め
、
人
の
目
に
映
る

ほ
ど
き
れ
い
な
写
真
を
撮

影
す
る
の
は
難
し
く
、
残

念
な
が
ら
納
得
で
き
る

写
真
は
撮
れ
て
い
ま
せ

ん
」
と
謙
遜
す
る
。

　
真
木
渓
谷
で
一
番
好

き
な
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を

「
夏
知
ら
ず
の
滝
」
と
教

え
て
く
れ
た
。
真
木
白

滝
の
向
か
い
側
に
あ
る

滝
は
、
名
前
の
と
お
り
一
年
中
涼

し
い
。

　「
岩
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
感
。
水
が
高
い

と
こ
ろ
か
ら
霧
雨
状
に
落
ち
て
く

る
感
じ
。
岩
か
ら
シ
ト
シ
ト
と
水

滴
が
落
ち
る
様
な
ど
い
い
で
す

ね
。
ま
た
、
冬
場
の
凍
り
つ
い
た

表
情
も
魅
力
で
す
」

　
ま
た
初
雪
を
か
ぶ
っ
た
渓
谷
も

美
し
い
。
「
初
雪
の
白
と
紅
葉
が

あ
か

残
る
木
々
の
紅
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
楽
し
め
ま
す
。
川
口
渓
谷
の
林

道
は
現
在
通
行
止
め
で
す
が
、
道

幅
も
広
く
車
で
出
か
け
や
す
く
、

撮
影
も
容
易
だ
と
思
い
ま
す
」

　
刻
一
刻
と
姿
を
変
え
る
風
景
を

撮
影
す
る
た
め
、
田
仕
事
の
と
き

で
も
カ
メ
ラ
を
手
元
に
置
い
て
い

る
　
橋
さ
ん
。
「
甲
山
の
山
頂
に

か
か
る
月
を
撮
影
し
て
み
た
い
」

と
次
の
撮
影
を
考
え
る
。
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川口渓谷・桑原（かんばら）の滝

真昼岳
南風鞍

青シカ山

杉崎権現山

黒沢大台山
北ノ股岳
（北真昼）

音動岳

真木渓谷
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大台のパラグライダー

薬師岳周辺

川口渓谷の紅葉

10月早朝、薬師肩からの仙北平野。遠くに鳥海山（左上）

風鞍
小杉山

小滝山白岩岳
小鷲倉

薬師岳 大甲
大台山

太田地域・中里温泉北側からの真昼山地

四
季
彩
の
山
々

今
日
は
ど
ん
な
顔
を
見
せ
る
だ
ろ
う
　
四
季
折
々
違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
山
々
。
ま
た
、
私
た
ち
見
る
側
の

「
喜
怒
哀
楽
」
に
よ
っ
て
も
見
え
方
が
違
っ
て
く
る
。

　
刻
一
刻
と
変
化
す
る
時
の
中
で
、
今
、
目
に
す
る
山
の
表
情
に
は
二
度

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
期
一
会
。
彩
り
豊
か
な

自
然
を
満
喫
で
き
る
の
は
、
こ
の
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。

　
遠
く
か
ら
山
々
を
見
上
げ
て
も
よ
し
。山
懐
に
抱
か
れ
て
見
る
も
ま
た

よ
ろ
し
。
今
日
は
ど
ん
な
顔
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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　「
甘
露
水
」
の
名
の
と
お
り
う
ま

い
水
で
口
を
湿
ら
せ
登
山
開
始
。

　
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
急
な
坂
を
上

り
ス
ギ
林
へ
入
る
と
、
数
分
後
に

は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
が
現
れ
る
。

植
生
は
ト
チ
ノ
キ
や
サ
ワ
グ
ル
ミ

な
ど
の
林
へ
と
変
わ
り
、
シ
ダ
類

が
地
面
を
覆
い
尽
く
す
よ
う
に
繁

茂
し
て
い
る
。
や
が
て
、
「
ブ
ナ

台
」
に
到
着
す
る
と
美
し
い
ブ
ナ

の
原
生
林
が
続
き
、
最
後
の
水
場

た
っ
く
ら

と
な
る
「
滝
倉
」
に
到
着
す
る
。
滝

倉
の
水
は
、
水
量
も
豊
富
で
冷
た

く
う
ま
い
。
渇
い
た
体
に
水
が
し

み
こ
ん
で
い
く
の
が
分
か
っ
た
。

　
平
坦
な
地
形
も
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
登
り
開
始
。
ブ
ナ

と
ク
マ
ザ
サ
の
中
を
つ
づ
ら
折
に

「
倉
方
」
ま
で
続
く
。

　
倉
方
は
標
高
約
９
５
０
メ
ー
ト

ル
で
尾
根
筋
に
あ
り
、
低
木
化
し

た
ブ
ナ
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
風
に
揺

れ
、
稜
線
が
近
い
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
。
樹
木
も
高
山
特
有
の
低
木

に
変
わ
り
視
界
が
開
け
る
。
振
り

返
る
と
仙
北
平
野
が
眺
望
で
き
気

分
が
良
い
。
天
気
が
良
け
れ
ば
鳥

海
山
が
見
え
る
と
い
う
。

　
こ
こ
か
ら
の
登
り
が
一
番
き
つ

か
っ
た
。
あ
え
ぐ
よ
う
に
急
な
登

り
を
終
え
薬
師
岳
頂
上
か
と
思
い

き
や
、
一
つ
手
前
の
「
に
せ
ピ
ー

ク
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ッ
コ

ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
足
元
の
か
れ
ん
な

花
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
９
時
40

分
、
薬
師
岳
頂
上
に
到
着
。

や
く

し

た
い

　「
薬
師
平
」
ま
で
は
、
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
や
イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
な
ど

の
高
山
植
物
が
咲
き
乱
れ
る
お
花

畑
だ
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
満
開

に
は
早
か
っ
た
が
、
私
た
ち
を
楽

し
ま
せ
、
疲
れ
も
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
た
。
６
月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬

に
か
け
て
高
山
植
物
が
咲
く
薬
師

平
の
お
花
畑
は
こ
の
コ
ー
ス
の
最

大
の
見
ど
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

　
薬
師
平
で
薬
師
岳
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
と
別
れ
、
和
賀
岳
を
目
指

す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
雲
が
低
く
立

ち
こ
め
視
界
が
悪
く
な
る
が
、
ひ

ん
や
り
と
し
た
空
気
が
気
持
ち
い

い
。「
小
杉
山
」「
小
鷲
倉
」
を
過

ぎ
和
賀
岳
に
向
か
う
が
、
左
手
に

仙
北
市
や
田
沢
湖
が
見
え
た
。

　
和
賀
岳
頂
上
手
前
に
は
チ
ン
グ

ル
マ
の
群
落
が
広
が
っ
て
い
た
。

雪
解
け
と
と
も
に
生
長
を
開
始
し

花
を
咲
か
せ
る
チ
ン
グ
ル
マ
が
咲

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は
雪

が
多
く
雪
解
け
が
遅
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
頂
上
付
近
は
ド
ー
ム
状
で
、
お

花
畑
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
「
花
の

百
名
山
」
の
名
に
恥
じ
な
い
山
頂

に
は
正
午
に
無
事
に
到
着
し
た
。

普
段
は
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
楽
し
め
る
山
頂
も
、
残
念
な
が

ら
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
達
成
感
は
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
。

　７月９日、ニッコウキスゲ鑑賞登山が行われた。18歳から76歳までと幅広い
年齢層、スタッフを含め46人での登山となった。梅雨時期ではあったが、曇り
で暑くもなく寒くもない登山に適した天候である。
　薬師岳までの班と、それを経由して真昼山地の主峰である和賀岳まで登る２
班に分かれての登山となった。

午
前
７
時
、
甘
露
水
口
か
ら

い
よ
い
よ
登
り
本
番
に

お
花
畑
が
出
迎
え
る

頂
上
に
到
着

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
観
賞
登
山

５
時
間
か
け
て
和
賀
岳
山
頂
に
到
着
　
変
化
に
富
む
山
々
を
楽
し
む

正午、無事に最終目的地である「和賀岳」山頂に到着。
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午前７時、管理員の倉田さ
んの案内で登山開始。

「甘露水口」から入山。 登山道の天井は木々で覆わ
れる。

午前７時20分、「ブナ台」
に到着。

原生林の中を歩く。１カ所、沢を渡る。

最後の水場「滝倉」で
水分補給。

「倉方」からは稜線を歩く。 「薬師岳」手前の急な登り。
あえぎながら登る。

午前９時40分、薬師岳
山頂に到着。

午前10時、薬師平で記念撮影。

風向きで刻一刻と姿を
変える雲海。

ニッコウキスゲなどが咲くお
花畑を行く。

「薬師平」から「和賀岳」まで
は稜線の縦走コース。

スタート
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岩
根
に
カ
モ
シ
カ  

笹
や
ぶ
に
熊

谷
間
に
サ
ル
も
遊
ん
で
い
ま
す

取
材
を
終
え
て

　
和
賀
岳
の
山
頂
に
は
左
写
真
の

石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

け
ん
し
ゅ
ん

　
山
懐
が
深
く
険
峻
で
容
易
に
人

を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
原
生
自
然

度
の
極
め
て
高
い
山
域
。
薬
師
岳

か
ら
和
賀
岳
ま
で
の
登
山
ル
ー
ト

が
切
り
開
ら
れ
た
の
は
昭
和
39
年

８
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
記
念

に
、
当
時
の
大
曲
山
彦
会
、
太
田

村
山
岳
会
、
仙
北
村
山
の
会
が
建

立
し
た
石
碑
に
は
、「
岩
根
に
カ
モ

シ
カ
　
笹
や
ぶ
に
熊
　
谷
間
に
サ

ル
も
遊
ん
で
い
ま
す
」
と
自
然
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
示
す
言
葉

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
こ

の
自
然
は
誰
の
も
の
な
の
か
」
と

い
う
命
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
５
時
間
か
け
て
、
や
っ
と
の
思

い
で
た
ど
り
着
い
た
和
賀
岳
山

頂
。
達
成
感
は
格
別
だ
っ
た
。
ま

た
同
時
に
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
見
渡
し
、
眼
下
に
広
が
る
世

界
を
目
に
し
た
と
き
、
こ
の
自
然

を
征
服
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
た
の
も
事
実
。
し
か
し
、
石

碑
を
見
た
瞬
間
、
そ
れ
は
大
き
な

間
違
い
で
あ
り
錯
覚
で
あ
る
こ
と

を
諭
っ
た
。

　
多
く
の
有
形
無
形
の
恩
恵
に
あ

ず
か
り
な
が
ら
、
私
た
ち
は
こ
の

大
自
然
の
広
い
懐
の
中
で
遊
ば
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
県
内
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
白

神
山
地
」
が
あ
る
。
ブ
ナ
が
純
林

と
し
て
広
が
り
を
持
つ
こ
と
に
高

い
価
値
が
認
め
ら
れ
た
山
域
だ
。

　
真
昼
山
地
の
ブ
ナ
の
純
林
は
白

神
山
地
に
比
べ
れ
ば
面
積
は
や
や

劣
る
も
の
の
、
広
大
な
ブ
ナ
原
生

林
を
有
し
て
い
る
。
な
お
か
つ
ブ

ナ
な
ど
の
広
葉
樹
と
ス
ギ
や
ク
ロ

ベ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
混
生
す
る
多
様
的
な

森
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
白
神
山
地
を
「
ブ
ナ
の
専
門
店
」

に
例
え
る
な
ら
、
真
昼
山
地
は
「
森

の
大
型
デ
パ
ー
ト
」
と
話
す
自
然

学
術
調
査
員
が
い
る
。
こ
れ
は
真

昼
山
地
が
豊
か
で
、
非
常
に
多
く

の
動
植
物
が
生
育
で
き
る
好
ま
し

い
環
境
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
両
者
に
優
劣
を
つ
け
る
つ
も
り

は
毛
頭
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
地

域
に
と
っ
て
真
昼
山
地
は
世
界
自

然
遺
産
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
財

産
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
の
山
々
の
豊
か
な
恵
を
わ
が

ま
ち
の
財
産
と
し
て
、
孫
子
の
代

ま
で
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
今
に
生
き
る
私
た
ち

の
使
命
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

特 

集
／

　
神
秘
の
山
々
「
真
昼
山
地
」

(

終
わ
り)

真木渓谷で遊ぶカモシカ。雄大な自然の懐に抱かれ、豊かな恵を
楽しんでいるのは、何も私たちだけではない。
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1,440mの山頂から私たちの生活を見
守る石碑。
この豊かな自然は人間だけのものでな
いことを諭している。
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い
。
申
し
込
み
用
紙
は
、
男
女
共
同
参
画
室

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
規
定
／
【
川
柳
】
　
は
が
き
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
の
応
募
も
可
【
ポ
ス
タ
ー
】
四
ツ
切

り
サ
イ
ズ（
38
㎝
×
54
㎝
）以
内
で
パ
ソ
コ

ン
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
出
力
も
可
。

※
作
品
に
は
題
名
を
付
け
る
事
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
８
月
25
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

男
女
共
同
参
画
室

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１
８
７（
63
）１
１
１
９

　
第
34
回
職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

み
、
抽
選
に
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
／
９
月
20
日
（
水
）
か
ら
10
月
６
日

（
金
）ま
で
※
土
・
日
・
月
・
祝
日
を
除
く
。

◆
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜

◆
会
場
／
大
曲
体
育
館

◆
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

◆
申
込
受
付
期
限
／
８
月
31
日（
木
）午
後
４
時

◆
抽
選
日
時
・
会
場
／
９
月
７
日（
木
）午
後

７
時
〜
・
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
曲
公
民
館
（
青
少
年
ホ
ー
ム
）

☎
０
１
８
７（
62
）１
３
１
２
ま
で

◆
申
し
込
み
方
法
／
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢

④
電
話
番
号
⑤
当
日
参
加
の
有
無
を
記
入

し
、
投
稿
・
投
句
料
（
現
金
ま
た
は
郵
便
小

為
替
）
を
添
え
て
申
し
込
み

◆
申
し
込
み
先
／
〒
０
１
４-

０
０
２
５
大

曲
大
町
７
番
２
号 

大
曲
公
民
館

■
短
歌

応
募
規
定
／
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙（
詠
草
）、
ま
た
は
２
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
に
短
歌
を
１
首

日
時
／
10
月
８
日（
日
）午
後
１
時
〜

投
稿
料
／
１
０
０
０
円

申
込
受
付
期
限
／
９
月
11
日（
月
）※
必
着
。

■
俳
句

応
募
規
定
／
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
俳

句
を
２
句

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

投
句
料
／
１
０
０
０
円

※
大
会
で
の
昼
食
、
俳
句
会
懇
親
会
へ
の
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
昼
食
代
５
０
０

円
、
懇
親
会
費
２
０
０
０
円
を
投
句
料
と

一
緒
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
限
／
９
月
30
日（
土
）※
必
着
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
曲
公
民
館

☎
０
１
８
７（
62
）１
３
１
２
ま
で

　「
男
だ
か
ら
…
、
女
だ
か
ら
…
」
と
疑
問
に

感
じ
た
こ
と
を
作
品
に
し
て
ご
応
募
く
だ
さ

男
女
共
同
参
画
川
柳
・
ポ
ス
タ
ー

あ
な
た
の
思
い
を
作
品
に

職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

　
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
期
日
／
９
月
６
日（
水
）

◆
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

◆
会
場
／
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端

◆
講
師
／
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科

田
澤
雄
作
医
長

◆
演
題
／
子
供
た
ち
の
心
に
ワ
ク
チ
ン
を
！

〜
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
の
影
響
を
考
え

よ
う
・
最
近
の
事
件
の
背
景
に
あ
る
も
の
〜

◆
そ
の
他
／
当
日
は
託
児（
定
員
15
人
・
無

料
）も
行
い
ま
す
。
希
望
の
方
は
８
月
30

日（
水
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
神
岡
分
室

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
６
ま
で

　
大
仙
市
と
し
て
第
１
回
目
と
な
る
「
市
民

短
歌
大
会
」
と
「
市
民
俳
句
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
楷
書
で
書
き
、難
し
い
漢
字
に
は
ふ
り

が
な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。作
品
の
訂
正
に
は
応

じ
ま
せ
ん
。

◆
応
募
資
格
／
大
仙
市
民
お
よ
び
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
市
内
の
短
歌

会
、
俳
句
会
に
所
属
し
て
い
る
方

◆
会
場
／
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
研
修
会

演
奏
会
と
講
演
会
を
行
い
ま
す

第
１
回「
市
民
短
歌
・
俳
句
大
会
」

作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
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会
場
／
太
田
中
学
校
前
庭

※
２
日
と
３
日
は
、
花
だ
ん
を
巡
る
お
花
見

バ
ス（
約
１
時
間
コ
ー
ス
）
を
運
行
し
ま
す
。

■
10
周
年
記
念
講
演

日
時
／
９
月
３
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時

30
分

会
場
／
太
田
中
学
校
体
育
館

講
師
／
八
ケ
岳
倶
楽
部
・
柳
生
真
吾
代
表

演
題
／
園
芸
は
愉
し
い
！

〜
柳
生
真
吾
の
八
ケ
岳
だ
よ
り
〜

◆
申
込
受
付
期
限
／
８
月
24
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

太
田
公
民
館

☎
０
１
８
７（
88
）１
１
１
９
ま
で

　
子
育
て
、
青
少
年
、
少
子
高
齢
化
問
題
に

つ
い
て
の
講
座
（
全
６
回
）
を
行
い
ま
す
。

　
次
回
の
講
座
の
日
程
に
つ
い
て
は
今
後
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
７
日（
木
）午
後
６
時
〜

◆
会
場
／
大
曲
仙
北
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
５
０
０
円
（
資
料
代
と
し
て
）

◆
講
師
／
秋
田
大
学
医
学
部
・
佐
々
木
久
長

助
教
授

◆
演
題
／
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

〜
お
互
い
に
支
え
あ
う
た
め
に
〜

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
各
分
室
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
３
３
８
ま
で

　
第
２
期
「
麻
し
ん
・
風
し
ん
」
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
接
種
は
個
別
予
防
接
種
協

力
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
予
診
票
と

医
療
機
関
一
覧
表
は
各
幼
稚
園
・
保
育
園
で

お
渡
し
し
た
ほ
か
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各

分
室
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
い
ず
れ
か
一
方
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

◆
期
間
／
８
月
21
日（
月
）か
ら
19
年
３
月
31

日（
土
）ま
で

◆
料
金
／
無
料

◆
持
参
す
る
も
の
／
予
診
票
と
母
子
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１
ま
で

　「
太
田
花
だ
ん
フ
ェ
ア
」
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
は
、
花
だ
ん
を
巡
る
お
花
見
バ
ス（
太

田
中
学
校
前
発
着
）を
運
行
す
る
ほ
か
、
花

の
会
創
立
10
周
年
記
念
講
演
も
行
い
ま
す
。

■
花
だ
ん
フ
ェ
ア

期
間
／
９
月
２
日（
土
）か
ら
10
日（
日
）ま

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
10
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

第
１
回
大
仙
市
民
大
学
教
養
講
座

学
習
を
通
じ
た
人
と
の
ふ
れ
あ
い

太
田
花
だ
ん
フ
ェ
ア
と
講
演
会

花
に
触
れ
園
芸
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
平
成
19
年
１
月
に
開
催
予
定
の
「
第
19
回

大
仙
市
大
曲
新
人
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル
」
運

営
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
詳
し
い
資
料
も
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
方
は
大
曲
市
民
会
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
20
歳
以
上
の
方

◆
定
員
／
10
人
程
度

◆
申
し
込
み
先
／
〒
０
１
４-

０
０
６
３

大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
２
丁
目
６-

50

大
曲
市
民
会
館
「
第
19
回
大
仙
市
大
曲
新

人
音
楽
祭
実
行
委
員
会
募
集
係
」

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
１
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
曲
市
民
会
館

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６
ま
で

新
人
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員

運
営
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

第
２
期
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

体
調
の
良
い
時
に
接
種
く
だ
さ
い

若手音楽家の登竜門である
「大曲新人音楽祭コンクール」の運営に
ご協力をお願いします。
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111



に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
入
居
予
定
日
／
９
月
１
日（
金
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
８
月
25
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

【
神
岡
地
域
】
神
岡
総
合
支
所
建
設
課

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
９
ま
で

【
協
和
地
域
】
協
和
総
合
支
所
建
設
課

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
７
０
８
ま
で

　
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
４
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
対
戦
し
、
参
加
者
に
は
記
念
品
も

差
し
上
げ
ま
す
。

　
当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
17
日（
日
）午
前
９
時
受
け
付

け
開
始

◆
会
場
／
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／

【
一
般
】
１
５
０
０
円

【
高
・
大
学
生
】
１
０
０
０
円

【
小
・
中
学
生
】
５
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
む
。

◆
そ
の
他
／
Ａ
ク
ラ
ス
＝
３
段
以
上
、
Ｂ
ク

ラ
ス
＝
初
段
〜
２
段
、
Ｃ
ク
ラ
ス
＝
一
級

程
度
、
初
級
＝
小
学
生
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
３
３
９
ま
で

さ
と
う
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
０
１
８
７（
55
）４
２
２
２

さ
く
ら
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
54
）２
７
４
７

祐
生
堂
医
院
歯
科
☎
０
１
８
７（
53
）２
２
６
８

田
口
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
０
１
８
７（
53
）２
２
１
２

く
ぼ
た
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
43
）２
２
３
３

さ
さ
き
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
44
）３
５
４
８

に
し
き
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
０
１
８
７（
47
）２
８
９
４

【
美
郷
町
】

岡
田
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
84
）４
１
０
８

小
西
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
84
）１
１
１
８

富
永
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
84
）０
１
２
３

た
か
は
し
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
82
）１
１
１
８

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１
ま
で

◆
募
集
住
宅
／

【
神
岡
地
域
】
神
岡
Ａ
Ｄ
棟
市
営
住
宅
一

般
向
け
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
54
建
設
）

【
協
和
地
域
】
境
市
営
住
宅
一
般
向
け
１

戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
59
建
設
）

◆
入
居
資
格
／
①
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
。
た
だ
し
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
は

単
身
で
も
入
居
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
③
収
入
が
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
収
入
基
準
以
下
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方
⑤
市
内
に

居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
家
賃
／
入
居
者
の
収
入
や
住
宅
の
設
備
等

　
総
務
省
統
計
局（
秋
田
県
）で
は
、
10
月
20
日

現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時
間
の
過
ご

し
方
や
学
習
、
活
動
、
趣
味
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
、
多
様
化
す
る
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。

　
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
県
の
統
計

調
査
員
が
調
査
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象
／
国
が
無
作
為
に
選
定
し
た
地

域
の
、
10
歳
以
上
の
方
（
約
20
万
人
）

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
政
策
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
３
８
ま
で

　
成
人
の
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
仙
北
市
・
美
郷
町
の
協
力
医
療
機
関
で

も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
協
力
医
療
機
関
／

【
仙
北
市
】

城
南
堂
歯
科
医
院
☎
０
１
８
７（
54
）３
６
７
８

角
館
総
合
病
院
歯
科
☎
０
１
８
７（
54
）２
１
１
１

カ
ワ
ラ
ダ
歯
科
☎
０
１
８
７（
55
）１
１
８
８

さ
い
と
う
歯
科
ク
ニ
リ
ッ
ク
☎
０
１
８
７（
53
）２
７
５
２

成
人
の
歯
周
疾
患
検
診

市
外
協
力
医
療
機
関
の
紹
介

大
仙
市
民
将
棋
大
会

盤
上
の
熱
い
戦
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

神
岡
・
協
和
地
域
の
市
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

社
会
生
活
基
本
調
査

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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市役所からの



歌舞伎の中で最も人気ある勧進帳。
主役弁慶を演じるのは、舞台やテレビ等で
幅広く活躍中の松本幸四郎さん。

　
松
本
幸
四
郎
、
中
村
信
二
郎
、
市
川
高
麗

蔵
が
出
演
す
る
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
公
演
」
の

チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
／
11
月
８
日（
水
）午
後
５
時
30

分
開
演

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館

◆
入
場
料
／
Ｓ
席
６
０
０
０
円
・
Ａ
席
５
０

０
０
円
・
Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

◆
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
８
月
20
日（
日
）か
ら

※
発
売
日
当
日
の
購
入
は
一
人
４
枚
ま
で
す
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
／
大
曲
市
民
会
館
、
中

仙
市
民
会
館
、
協
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
仙

北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
榊
田
楽
器

店
、
榊
田
分
店
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ
大

曲
店
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
イ
ー
ス
ト
モ
ー
ル
、

美
音
社
本
店

【
問
い
合
わ
せ
】

大
曲
市
民
会
館

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６
ま
で

か
ん

じ
ん
ち
ょ
う

松
竹
大
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
公
演
」

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
を
開
始
し
ま
す

 地区名 期日 時間 会場

 大曲地区 ９月 １日 （金） 午前11時～ 大曲エンパイヤホテル

 花館地区 ９月 12日 （火） 午前10時30分～ シャインプラザ平安閣大曲

 内小友地区 ９月 12日 （火） 午前11時～ 山の手ホテル

 大川西根地区 ９月 ８日 （金） 午前11時～ 山の手ホテル

 藤木地区 ９月 ８日 （金） 午前11時～ 角間川温泉旅館角水

 四ツ屋地区 ９月 11日 （月） 午前11時～ シャインプラザ平安閣大曲

 角間川地区 ９月 ６日 （水） 午前10時30分～ 角間川温泉旅館角水

 全地区 ９月 ７日 （木） 午前11時～ シャインプラザ平安閣大曲

 大沢郷地区 ９月 ６日 （水） 午前11時～ ぬく森温泉ユメリア

 強首地区 ９月 ７日 （木） 午前11時～ ぬく森温泉ユメリア

 土川地区 ９月 ８日 （金） 午前11時～ ぬく森温泉ユメリア

 刈和野地区 ９月 ９日 （土） 午前11時～ ぬく森温泉ユメリア

 鑓見内地区 ９月 ９日 （土） 午前11時～ 中仙公民館鑓見内分館（古柳館)

 長野地区 ９月 ９日 （土） 午前11時～ 中仙農村環境改善センター

 鴬野地区 ９月 10日 （日） 午前11時～ 中仙公民館鴬野分館

 清水地区 ９月 ９日 （土） 午前11時～ 中仙公民館清水分館

 豊川地区 ９月 10日 （日） 午前11時～ 中仙公民館豊川分館

 豊岡地区 ９月 10日 （日） 午前11時～ サン・ビレッジ中仙

 荒川地区

 峰吉川地区 
９月 ６日 （水） 午前10時～ 協和市民センター（和ピア）

 船岡地区

 淀川地区 
９月 ７日 （木） 午前10時～ 協和市民センター（和ピア）

 全地区 ９月 ８日 （金） 午前11時～ シャインプラザ平安閣大曲

 全地区 ９月 18日 （月） 午前10時～ 仙北ふれあい文化センター

 全地区 ９月 ７日 （木） 午前10時30分～ 太田体育館

地域名

大曲地域

神岡地域

西仙北地域

中仙地域

協和地域

南外地域

仙北地域

太田地域

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、
敬
老
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、
市
内
の
対
象
者
年
齢
を
統
一

し
、
対
象
と
な
る
方
に
は
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。
ま
た
「
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
１
歳
以
上
」
の
方
に
長
寿
祝
金
の
贈
呈

も
行
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
の

で
、
案
内
状
が
届
い
た
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
／
今
年
度
、
満
75
歳
以
上
に
な
る
方

【
問
い
合
わ
せ
】

在
住
地
域
の
総
合
支
所
市
民
課

大
曲
地
域
は
各
地
区
公
民
館
、
大
曲
地
区

は
社
会
福
祉
課
☎
０
１
８
７（
63)

１
１
１
１

内
線
１
５
８
ま
で

大
仙
市
の

敬
老
会

安
心
で
き
る

健
康
長
寿
社
会

【各地域の敬老会日程表】

た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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　７月31日、一般国道105号「大曲西道路」の一

部である伊岡インターチェンジから山根インター

チェンジまで（1.8km区間）の工事が完了し、供用

が開始されました。

　大曲西道路は、由利本荘市と大仙市を繋ぐ地域

高規格道路「本荘大曲道路」の一部で、秋田自動

車道から国道 1 3 号までを連絡する区間（全長

6.8km）です。秋田臨海地方と雄物川流域地方の生

活圏を結ぶことにより、循環型広域交通ネット

ワークの形成を図ることを目的に工事が進められ

てきました。

　10月13日には、現在工事が進んでいる飯田イ

ンターチェンジから国道13号に連絡する和合イン

ターチェンジまで（1.7km区間）の工事が完了し、

大曲西道路が全線開通する予定です。

　開通式に当たり栗林市長は「市内の交通混雑緩

和と、県南の地域活性化に大きく寄与できれば」

と話し、経済の活性化に期待を寄せました。

　なお、飯田インターチェンジから本荘方面に向

かう場合は、山根インターチェンジで降りる必要

があります。また、秋田自動車道から大曲西道路

に乗り入れた場合は、山根インターチェンジで降

りることはできませんのでご注意ください。

　７月23日、大曲地域

の雄物川河川緑地運動

公園を会場に「消防協

会大仙市仙北市美郷町

支部消防訓練大会」が

行われ、大曲仙北地域

の消防団から代表14隊

が参加しました。

　訓練大会は「規律訓

練の部」と「小型ポンプ

操法の部」で競技が行

われ、大仙市からは各

地域の代表８隊が参加。

日ごろの練習成果を発

揮しました。

　火事や災害などが発

生した場合、最前線で

活動を行う消防団員。

その規律正しく迅速な

動きに、会場を訪れた

方々から大きな歓声が

送られました。競技の

結果は次のとおりです。

【小型ポンプの部】▼第

１位＝田沢湖第六分団

▼第２位＝西仙北支団

▼第３位＝角館第八分

団【規律訓練の部】▼第

１位＝協和支団▼第２

位＝大曲支団▼第３位

＝南外支団

1010

大仙市仙北市美郷町支部消防訓練大会
機敏な動きで、災害に立ち向かう

「規律訓練の部」では各部隊ともに
規則正しい動きを披露。

開通式の様子。栗林市長などにより
テープカットが行われ、供用が開始
されました。

大曲西道路一部開通
伊岡ＩＣから山根ＩＣ間が開通

放水技術の正確さを競う
「小型ポンプ操法の部」。
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　７月26 日、大曲仙北広域交流セン

ターを会場に、秋田県高齢者介護支援

協会仙北地域支部（米澤稔支部長）主催

による第５回進む少子高齢社会を考え

る「みんなの集い」が行われました。

　仙北支部では平成９年から大曲地域

で活動を行っており、現在まで「高齢者

を支援する地域作り」をテーマに高校

生から意見を聞く場を設けるなど、さ

まざまな活動を行ってきました。

　今回の集いでは、花館小学校、土川小
小学生によるボランティア発表の様子。

学校、角間川小学校の生徒によるボランティア体験発表と秋田修英高校福祉活動部による「歌と踊りとマジック」

が行われた後「ボランティアグループの交流」をテーマにしたパネルディスカッションが行われ、地域に密着し

たボランティアのあり方について話し合われました。

進む少子高齢社会を考える「みんなの集い」
全員で地域を支える行動が必要

市長に優勝報告した中仙太田ドリームキッズＦＣのメンバー。

　７月８日から17日にかけて秋田市で開催され

た「平成18年度秋田県低学年大会Ｕ-10の部」（小

学校４年生以下）で、中仙太田ドリームキッズＦ

Ｃ（小山賢悦コーチ）が見事、優勝に輝きました。

　この大会は、若年世代を強化するため、今年から

日本サッカー協会主催に変更されたもの。県内全域

から32チームが参加し、ワールドカップと同じ予

選リーグ・決勝トーナメント方式で競いました。

　同チームは、昨年の大会でベスト４で敗れましたが、今年はそれをバネに無敗のまま予選リーグを突破。並み

居る強豪を破って大会を制覇しました。これからの更なる飛躍が期待されます。

中仙太田ドリームキッズＦＣ全県大会優勝

若き侍たち大活躍

わんぱく縄文探検隊
ふるさとふれあい学習

　７月30日、31日の２日間にわたり、市教育委員会

協和分室と親の会連絡協議会主催による「わんぱく縄

文探検隊」が、わんぱくの森（協和地域）を会場に行わ

れ、協和地域の小学生33人が参加しました。

　この体験学習は、自然体験や団体活動を通じて生き

る力を育てることを目的に毎年開催しており、毎回趣

向を凝らした活動を行っています。今年は土偶型のペ

ンダント作りや火起こし体験、竹とんぼ作成、星座の

観察などを行いました。

　参加した小学生たちは、梅雨を思わせない晴れわ

たった空の下、思いっきり自然を楽しみました。

写真上／土偶型
ペンダント作成。
写真左／火起こ
しの様子。
写真右／竹とん
ぼで遊ぶ子ども
たち。
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　７月26日と27日の２日間に渡り、看護師協会

大曲仙北支部の主催による中高生を対象とした

「一日看護師体験」が、大曲仙北地域の４病院を会

場に行われました。

　26日に仙北組合総合病院を会場に行われた体験

実習には28人が参加。先輩看護師の体験談や病院

施設の見学、入院患者の看護体験などを行いまし

た。

　中高生たちは、真剣な表情で先輩たちの話に聞

き入り、看護の場を身近に体験することで看護職

に対する思いを新たにしていました。

　第48回大仙仙北スポーツ少年団選抜野球大会兼

秋田県スポーツ少年団野球予選大会が、７月15

日、16日の２日間に渡って中川原球場（神岡地域）

を主会場に行われ、南外西野球スポーツ少年団（南

外地域）が10年ぶりの優勝に輝きました。

　大仙市、仙北市、美郷町から選抜された16チー

ムが県大会への切符を賭けて争った今大会。試合

会場は、子どもらしいはつらつとしたプレイと、

応援する観客の大きな声援に包まれました。

　決勝を争った南外西野球スポーツ少年団と仙北

マイティ・ノーススポーツ少年団（仙北地域）は、

８月に開催される全県大会に出場します。

地区大会を制した南外西野球スポーツ少年団。

大仙仙北スポーツ少年団選抜野球大会
野球の夏に子どもたちが弾ける！

　７月28日、中仙地域鴬野地区の玉川

流域で秋田県産業廃棄物協会県南支部

（佐藤政雄支部長・62社）による不法投

棄廃棄物撤去キャンペーンが行われま

した。

　このキャンペーンは、同協会が県内

の廃棄物の不適正処理撲滅を目的に毎

年実施している不法投棄の撤去ボラン

ティアで、今回で12回目となります。

　当日は、同協会員のほか地域住民や

大仙保健所職員、大仙警察署警察官、市

職員など50人による作業が行われ、ト

ラック６台分（約22トン）もの不法投棄

が撤去されました。

　不法投棄は地域によって住民の意識

に温度差があるのが現状です。この事業を通じ、不法投棄に

対する意識の改革やモラルの向上が図られ、不法投棄がなく

なってほしいものです。

写真左／山と積まれた廃棄物。中には土と同化
している物まで。
写真右／回収された廃棄物は総量約22トン。

不法廃棄物撤去キャンペーン

廃棄物処理の適正化を目指し

先輩の話に聞き入る
参加者たち。

一日看護師体験
夢、実現のための「第一歩」
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　７月17日、太田地域協議会委員と市職員が「公

益」を市民や行政と共に実践している、酒田市の

東北公益文科大学（小松隆二学長）で研修を行い、

地域づくりや住民の暮らしを自治体と一緒になっ

て考える「協働の地域おこし」を学びました。

　小松学長は「自分がまず幸せになり、自分を超

えるのが『公益』の基本」とし「挑戦を恐れず、古

いものを捨てる覚悟が必要」と指摘。「新しい考え

で挑戦しないと成功しない。大仙市は日本一のま

ちづくりができるはず」と話しました。

　また、同大学で学ぶ協和出身の学生は「山形は自

治体や住民の活動が活発。秋田ももっとがんばっ

てもらいたい」と故郷に奮起を期待していました。

　市民参加による「協働のまちづくり」を進める

上で参考となった研修でした。

太田地域協議会委員研修会
「公益」について学ぶ

「公益学」の中には、地域
活性化のヒントが。

新しい色に衣替えした循環バス。
ぜひご利用ください。

　７月26日、大仙市循環バスのデザインが変更され、その

お披露目式がねむのき公園側バスターミナルで行われまし

た。

　循環バスの新デザインに採用されたのは、株式会社ＴＭＯ

大曲が公募した「大曲の花火」キャラクターの「つつどんと

たまちゃん」そして今回が初登場となる「はなちゃん」です。

お披露目式には、栗林市長、高柳恭侑・株式会社ＴＭＯ大曲

社長、齋藤善一・羽後交通株式会社社長など関係者が出席。

テープカットを行い、循環バスの新たな出発を祝いました。

　循環バスが運行を始めて今年で６年目。運賃はどの場所で

循環バスのデザイン変更

新デザインは「つつどんとたまちゃん」

乗降しても100円で、大曲地域の主要施設29カ所を循環しています。年々利用者も増加しており、昨年は約

37,000人の方々に利用していただきました。今後も、みなさんのご利用をお待ちしています。

　なお「つつどんとたまちゃん」についての詳しい情報は「大曲つつたま花火ネット」（http://hanabi-tmo.com/）

をご覧ください。

模様替えした循環バスの出発を
拍手で見送る関係者。

　７月27日、大曲地域の特別養護老人ホーム「こ

もれびの杜」で、秋田県ラジオ体操連盟の主催に

よるラジオ体操が行われ、施設のデイサービス利

用者30人が参加しました。

　みんなの体操は、ラジオ体操と同じ郵便簡易保

険の事業です。ゆったりとした動きで座りながら

も運動可能で、年齢や性別、障害の有無に関係な

く誰でも行うことができます。

　参加者は、上下左右にバランスよく体を動かし

ながら、ゆっくりと運動を楽しみました。また、誰

でも気軽にできる「みんなの体操」を広く知って

もらいたいと、参加者には大曲郵便局と簡易保険

者協会大曲出張所から体操のCDが配られました。

座りながらできる簡単なラジオ
体操を全員で体験。

みんなの体操「ラジオ体操」
ゆっくり、楽しくみんなの体操
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あて先はこちらまで
（住所不要）

　
　
報
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
初
め
に
見
る
の

　
　
が
こ
の
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
み
な

さ
ん
の
お
便
り
の
中
か
ら
「
私
の
は
あ
る
か

な
？
」
と
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
載
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
「
こ
の
次
は
」
と
思
っ
て
毎
回
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
載
り
ま
す
よ
う

に
！

（
大
曲
地
域
・
11
歳
女
性
）

　
　
年
も
「
大
曲
の
花
火
」
が
近
づ
い
て
き

　
　
ま
し
た
。
年
々
県
外
か
ら
観
覧
に
来
る

人
が
増
え
驚
か
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
た
っ

た
一
晩
の
花
火
で
お
客
さ
ん
が
帰
っ
て
し
ま

う
の
は
と
て
も
残
念
で
す
。
何
か
も
う
一
日

だ
け
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
と

思
っ
た
り
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
女
性
）

　
　
年
「
大
曲
の
花
火
」
が
近
づ
く
と
「
雨

　
　
が
降
ら
な
い
よ
う
に
」
と
思
い
ま
す
。

打
ち
上
げ
る
方
も
見
る
方
も
、
一
日
限
り
の

イ
ベ
ン
ト
。
ぜ
ひ
と
も
、
天
気
も
良
い
中
で

開
催
で
き
る
こ
と
を
願
い
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
74
歳
女
性
）

　
　
ろ
そ
ろ
「
大
曲
の
花
火
」
で
す
ね
。
最

　
　
近
は
混
雑
が
激
し
く
、
こ
こ
何
年
か
は

会
場
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
も
テ
レ
ビ

で
見
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
南
外
地
域
・
39
歳
女
性
）

　
　
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
分
か
り
や

　
　
す
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
ま
だ
ま
だ

先
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
秋
か

ら
放
送
開
始
と
は
早
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
受
信
す
る
た
め
に
は
対
応
す
る
テ
レ
ビ

を
買
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
う

な
る
と
今
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
？
ま
た
、
秋
田
犬
の
記
事
も
興

味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

【
広
報
担
当
か
ら
】

　
現
在
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ
で

も
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
付
け
る
こ
と
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
可
能
で
す
。
し
か
し
、

高
画
質
な
放
送
を
見
る
た
め
に
は
、
対
応
し

た
テ
レ
ビ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
月
16
日
号
と
一
緒
に
届
い
た
「
国
保
だ

　
　
よ
り
」
を
じ
っ
く
り
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
毎
年
「
国
保
税
が
高
い
」
と
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
納
得
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
報
開
示
は
助
か
り
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
雨
は
苦
手
で
す
。
せ
っ
か
く
買
っ
た
夏

　
　
の
果
物
の
味
も
イ
マ
イ
チ
な
気
が
し
て

残
念
。
あ
ま
り
暑
い
の
も
嫌
で
す
が
早
く
お

日
様
の
顔
を
見
た
い
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

　８月20日（日）、美郷町と大仙市の一部を会場に行われ

「第41回全国都道府県対抗自転車競技大会」。この競技に

秋田県代表として、大仙市出身者が出場します。
ち なつ

　出場するのは、写真左から佐藤千夏さん（16歳・大曲地
さと し ふと し

域）、根本哲史さん（20歳・太田地域）、守澤太志さん（21
たく

歳・大曲地域）、井上卓さん（19歳・太田地域）の４人です。

選手たちに熱い声援をお願いします。

【問い合わせ】

　国体推進事務室☎ 0187-63-1111内線283まで

大仙市から４選手出場！
第41回全国都道府県対抗自転車競技大会

広

 

８
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

光の宴、準備中

　いよいよ間近に迫っ

てきた「大曲の花火」。

メーン観覧席となる桟

敷席も設置作業が進行

中です。

　一夜限りのイベント、

是が非でも晴れて欲し

いものです。

今毎そ

地７梅
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雨
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
最
近
は

　
　
米
の
価
格
が
低
い
で
す
が
、
秋
に
は
豊

作
を
願
い
た
い
で
す
。「
守
り
育
て
る
」
農
業

施
策
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

　
　
報
に
載
っ
て
い
た
「
厚
揚
げ
の
炒
め
煮
」

　
　
は
す
ぐ
に
で
き
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
夏
野
菜
を
使
っ
て
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
34
歳
女
性
）

　
　
と
、
広
報
に
私
の
学
校
の
先
生
が
載
っ

　
　
て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま

し
た
！

（
大
曲
地
域
・
10
歳
女
性
）

　
　
便
り
広
場
や
行
事
予
定
な
ど
、
毎
回
楽

　
　
し
み
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
も
う
少
し
内
容
が
充
実
し
て
も
い

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
56
歳
女
性
）

　
　
雨
の
大
雨
で
、
関
西
・
九
州
地
方
が
被

　
　
災
し
た
と
い
う
報
道
を
見
ま
し
た
。

「
大
変
だ
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
大
仙
市
は
水

の
災
害
が
少
な
く
住
み
よ
い
所
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

（
大
曲
地
域
・
62
歳
女
性
）

　
　
回
の
広
報
を
見
た
ら
、
従
兄
弟
の
子
ど

　
　
も
が
写
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

（
中
仙
地
域
・
32
歳
男
性
）

だ
け

　
　
岡
地
域
に
で
き
た
「
嶽
ド
ー
ム
」
に
つ

　
　
い
て
詳
細
が
知
り
た
い
で
す
。

（
中
仙
地
域
・
32
歳
男
性
）

【
神
岡
総
合
支
所
建
設
課
】

　
現
在
「
嶽
ド
ー
ム
」
は
ア
リ
ー
ナ
部
分
の

工
事
が
終
了
し
、
12
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ド
ー
ム
の
ア
リ
ー
ナ
部
分
は
40
メ
ー
ト
ル
四

方
の
人
工
芝
で
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
テ
ニ
ス
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
利
用
料
金
と
申
込
開
始
日
時
な
ど
に

つ
い
て
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、
決
定
次
第
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

梅

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

真昼山地の主峰「和賀岳」。
その標高は何メートルでしょうか？

①1,000m　　②1,250m　　③1,440m

８ 31

何

神

お

広

今回の料理の先生は

山 田 アイ子さん
（大曲地域・飯田）

材料
【なすの餅米漬け】
◎ナス／３kg◎餅米／２合◎塩／120g◎砂糖／
200g◎中ザラ糖／200g◎みょうばん／12g◎菊
／少々◎赤トウガラシ／２本
【なす漬け】
◎ナス／１kg◎塩／40g◎砂糖／110g◎みょうば
ん／４g◎水／400cc

作り方
【ナスの餅米漬け】
①ナスのヘタを取る。
②餅米を炊く。
③②が熱い内に塩・砂糖・中ザラ糖を混ぜて冷ます。
④ナスにみょうばんを加え、まんべんなくまぶす。
⑤おけにナスと③を交互に重ね、菊の花びらと小
口切りにした赤トウガラシを散らして重石をす
る。２日ぐらいが食べごろ。

【ナス漬け】
①ナスのへたを取る。
②ナスにみょうばんをまぶす。
③塩と砂糖をまぶし、水を入れる。
④桶に③を入れ、重石をする。
⑤一昼夜で食べられます。

※山田さんたちが作った漬け物は、
野菜直売所「菜果真」（大曲地域田
町）で販売しています。

◆開催日時／毎週火曜日から日曜
日までの午前８時～正午

梅今
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第
22
回
全
国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会

秋
田
県
予
選
大
会
が
、
７
月
17
日
に
秋
田
市

の
八
橋
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
小
学
校
女

子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
全
県
記
録
が
７
年
ぶ

り
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
。
２
秒
ほ
ど
タ
イ
ム

を
縮
め
た
２
分
24
秒
13
の
新
記
録
。
表
彰
台

の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
立
っ
た
の
は
中
仙
小

学
校（
信
田
徹
校
長
・
児
童
数
２
５
２
人
）６

年
の
児
玉
柚
稀
さ
ん
だ
。

　
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
先
頭
に
飛
び
出
し

た
児
玉
さ
ん
。
２
番
手
以
下
が
彼
女
と
の
差

を
詰
め
よ
う
と
必
死
に
追
う
が
そ
の
差
は
開

く
ば
か
り
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
圧
倒
的

な
速
さ
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
見
て

い
る
も
の
が
感
動
を
覚
え
る
ぐ
ら
い
の
勝

ち
っ
ぷ
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　
す
ご
い
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
６
月

24
日
の
郡
大
会
で
は
、
２
分
20
秒
01
と
い
う

と
て
つ
も
な
い
記
録
で
優
勝
。
も
ち
ろ
ん
10

年
ぶ
り
と
な
る
郡
記
録
更
新
で
あ
り
、
10
秒

も
縮
め
た
。
女
子
の
県
の
成
人
ト
ッ
プ
選
手

が
２
分
12
秒
ぐ
ら
い
、
今
年
の
東
北
高
校
総

体
優
勝
が
２
分
14
秒
、
そ
し
て
先
ほ
ど
行
わ

れ
た
全
県
中
学
校
総
体
優
勝
が
２
分
22
秒
で

あ
る
。
小
学
生
と
し
て
は
平
均
的
な
体
格
、

身
長
１
５
１
セ
ン
チ
の
彼
女
が
中
学
生

よ
り
速
く
、
そ
し
て
成
人
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
同
じ
く
ら
い
で
走
っ
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
彼
女
が
陸
上
競
技
を
始

め
た
の
は
小
学
４
年
か
ら
で
１
０
０

メ
ー
ト
ル
の
選
手
だ
っ
た
。
６
年
か
ら

は
８
０
０
メ
ー
ト
ル
出
場
を
決
め
て
い

た
が
、
本
格
的
な
競
技
練
習
は
郡
大
会

の
２
週
間
前
か
ら
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
コ
ー
チ
を
務
め
る
高
橋
正
人
先
生
は
彼
女

の
走
り
に
つ
い
て
中
距
離
向
き
だ
と
い
う
。

「
力
強
い
グ
イ
グ
イ
と
足
が
伸
び
る
ス
ト
ラ

イ
ド
走
法
。
ト
ラ
ッ
ク
２
周
目
に
な
っ
て
も

ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
な
い
」
と
強
さ
を
話
す
。

　
輝
か
し
い
記
録
で
優
勝
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
全
国
大
会
に
は
女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

の
種
目
が
な
い
。
し
か
し
、
８
月
６
日
に
山

形
県
で
の
第
１
回
蔵
王
坊
平
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

し
ょ
う
へ
い

駅
伝
競
走
大
会
に
秋
田
県
代
表
と
し
て
招
聘

さ
れ
て
い
る
。
５
区
間
を
中
学
生
３
人
、
小

学
生
２
人
で
つ
な
ぎ
、
小
学
生
は
１
・
９
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
受
け
持
つ
。

　「
走
る
の
が
大
好
き
」
と
話
す
彼
女
。
小
さ

な
こ
ろ
か
ら
足
が
速
か
っ
た
。「
自
分
の
記

録
を
数
字
に
表
し
た
か
っ
た
。
ま
た
、
足
の

■こだま　ゆうき
平成６年７月28日、旧中仙町に生まれる。
７月の全国陸上競技交流大会県予選で、７年ぶり
の記録更新となる全県新記録で見事に優勝。
陸上競技は小学４年生から始める。昨年までは
100mの選手だったが、今年から800mに種目を変
更する。小学６年生にして全県中総体の女子優勝
タイムより速い記録で走るなど、将来を有望視さ
れる逸材。
ミニバスケットボールチーム「中仙ラビズ」にも
所属し、今年度はキャプテンを務める。

「
走
る
こ
と
は
気
持
ち
が
良
く
て
大
好
き
」

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
県
予
選
で
全
県
新
、
見
事
優
勝

児 

玉 

柚 

稀 

さ
ん
（
中
仙
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）

速
い
人
た
ち
の
中
で
自
分
の
実
力
を
試
し
た

か
っ
た
」
と
競
技
を
始
め
た
理
由
を
語
る
。

　
彼
女
は
陸
上
以
外
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
夢
中
で
、
秋
の
大
会
に
向
け
て
猛
練
習

を
重
ね
て
い
る
。
全
国
大
会
に
も
出
場
経
験

の
あ
る
強
豪
「
中
仙
ラ
ビ
ズ
」
に
所
属
し
、
今

年
度
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
。
５
年
生
か
ら

試
合
出
場
を
果
た
し
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
を
引
っ
張
っ

て
い
る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
運
動
能

力
と
チ
ー
ム
の
大
黒
柱
と
し
て
の
精
神
力
が

彼
女
の
強
さ
の
源
か
も
し
れ
な
い
。

　「
い
ろ
ん
な
大
会
に
出
場
し
た
い
」
と
い
う

前
向
き
な
姿
勢
。
そ
の
能
力
に
一
層
磨
き
を

か
け
れ
ば
、
日
本
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

の
誕
生
も
夢
で
は
な
い
。

大きなストライドで他を寄せ
付けない力強い走り。
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テニスを始めませんか
ジュニア・テニススクール

◆対象／原則として小学生

◆期日／９月２日から11月４日

までの毎週土曜日午前10時～正午

◆会場／大曲中央公園テニスコー

ト（大曲川原町）

※ラケットはお貸しします。

◆受講料／１回につき300円（保

険料850円は別途）

◆申込受付期限／９月２日（土）

【問い合わせ・申し込み】

高嶋さん☎090-1495-4778まで

８月９月はダンス無料指導
成人ダンスサークル

　８月・９月は初心者に無料指導

を行っています。一緒にダンスを

楽しみませんか。

◆日時／毎週土曜日午後７時～９時

◆会場／大曲公民館

【問い合わせ】

大曲公民館

☎ 0187-62-1312まで

親子で大自然を味わおう
チャレンジ雄物川ツーリング

◆対象／小学生（小３以上）と保護者

◆日時／９月９日（土）午後１時か

ら10日（日）午後１時30分まで

◆会場／保呂羽山少年自然の家

◆定員／25人

◆参加費／2,500円（宿泊、３食、保

険代等）

◆申し込み方法／①郵便番号②住

所③氏名④年齢・学年⑤電話番号

を記入しファックス（0182-22-4517）

か郵送。〒013-0208横手市雄物川

町沼館字千刈田２沼館保育園「ほ

ろっとキッズ」高橋さんまで

◆申込受付期限／８月31日（木）

【問い合わせ・申し込み】

ほろっとキッズ事務局 桜田さん

☎ 0187-63-3631まで

19 (土)

22 (火)

1９/ (金)

23 (水)

28 (月)

(金)18

30 (水)

８月16日(水)～９月４日 (月)
大仙市の行事予定

29 (火)

20 (日)

第41回全国都道府県対抗自転車競技大会
　■午前９時～■美郷町六郷地区スタート
非核平和映写会（要整理券）■午前10時開演■大曲市民会館
「ほっと大仙」総会記念講演会（要申し込み）■午後３時～■こもれびの杜
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：ながさか歯科医院（中仙）☎0187-56-2255
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

2 (土)

第11回民謡秋田おはら節全国大会
　■午前９時開演■太田文化プラザ
　■入場料／前売り500円、当日700円（全席自由）
　【問い合わせ】
　　民謡「秋田おはら節」全国大会実行委員会事務局☎0187-88-1119まで
太田花だんフェア（～10日）■午前９時～■太田中学校前庭※Ｐ19
南部忠平杯グラウンド・ゴルフ大会（～３日）
　■２日／午前９時45分～、３日／午前９時～■秋田奥羽グラウンド・ゴルフ場
カヌークルージング（要申し込み）
　■午前９時30分～■姫神橋下流右岸バーベキュー広場※Ｐ31
ものづくり体験講座■午前10時～■秋田ふるさと村（横手市）※Ｐ30

27 (日)

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：高橋ひろし歯科医院（中仙）☎0187-63-1230
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

3 (日)

イースタンリーグ公式戦
　■午前９時30分入場、午後０時30分試合開始■太田球場
　■入場料／前売り1,000円、当日1,500円（全席自由）
第４回病院祭■午前９時30分～■仙北組合総合病院※Ｐ31
太田花の会創立10周年記念講演■午前10時～■太田中学校体育館※Ｐ19
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：くぼた歯科医院（仙北市）☎0187-43-2233
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

16８/ (水) ドンパン祭り■午後１時45分～■ドンパン広場

26 (土)

秋田わか杉国体クイズラリー■正午～■花火通り商店街国体のぼり設置店

第80回全国花火競技大会「大曲の花火」
　■昼花火／午後５時～、夜花火／午後６時50分～
　■雄物川河川敷緑地運動公園

(木)17 除雪車売却一般競争入札■午前９時～■大曲庁舎第１委員会室
市長面会日(要申し込み)■午前10時～■西仙北総合支所☎0187-75-1111

21 (月) 巡回教育相談■午前10時～■大曲仙北広域交流センター

24 (木) 無料法律相談支所巡回相談■午前10時～■社会福祉協議会協和支所

25 (金)
チャリティストリートライブコンサート
　■午後７時30分～■市民会館前広場広場※雨天時は市民会館エントランス

4 (月)
秋野菜へチャレンジ！現地研修会（要申し込み）
　■午後１時30分～■ＪＡ秋田おばこ太田支所※Ｐ30

31 (木) 第２回大仙能楽さんぽ■午後２時～■大曲中央公民館※Ｐ30

秋田わか杉国体クイズラリー
　クイズを答えた方80人に抽選で地元特産品などを差し上げます。
詳しくはお問い合わせください。
日時／８月26日(土）正午～　会場／花火通り商店街国体のぼり設置店
【問い合わせ】秋田わか杉国体クイズラリー☎0187-63-5114まで
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ＦＭラジオ作成にチャレンジ
ものづくり体験講座

　親子で「FMラジオ」を作り、完

成品は持ち帰ることができます。

はがきでお申し込みください。

◆対象／小学生と保護者（２名１組）

◆日時／９月２日（土）①午前10時

～②午後１時～③午後３時30分～

◆会場／秋田ふるさと村（横手市）

◆定員／100人

◆参加費／１組1,000円

◆申し込み方法／はがきに①住所

②電話番号③氏名④希望時間を記入

◆申し込み先／〒014-0027大仙

市大曲通町２-26有明ビル２Ｆ日

研総業大曲営業所

◆申込受付期間／８月29日（火）

【問い合わせ】

日研総業大曲営業所

☎ 0187-66-3755まで

交通事故防止のために
交通安全作品募集

　交通事故防止を呼びかける作

文、ポスターを募集します。詳し

くはお問い合わせください。

◆応募資格／県内在住の小・中

学生

◆応募規定／【作文】400字詰原

稿２～３枚【ポスター】Ｂ３版画

用紙４ツ切り（380㎜×540㎜）

◆応募方法／各学校に提出してく

ださい

【問い合わせ・申し込み】

秋田県県民文化政策課

☎ 018-860-1543まで

お忘れなく
８月は個人事業税の納期

　８月は個人事業税の納期です。

最寄りの金融機関で忘れずに納付

してください。

　納付には便利な口座振替をお勧

めします。申し込み用紙を仙北地

域振興局県税課、金融機関窓口に

備え付けています。ぜひご利用く

ださい。

【問い合わせ】

仙北地域振興局県税課

☎ 0187-63-5222まで

子育て支援活動を応援
子育てサポーター養成講習会

　保育ボランティアの養成講習会。

詳しくはお問い合わせください。

◆対象／子育て支援活動を予定

し、全日程に参加できる方

◆期間／９月から11月まで(７回)

◆時間／午前10時～午後３時

◆会場／秋田市、由利本荘市

◆定員／各会場40人程度

◆受講料／5,000円

◆申込受付期限／８月21日（月）

【問い合わせ・申し込み】

みらい子育てネットあきた（県

庁子育て支援課内）

☎ 018-863-8781まで

秋野菜へチャレンジ！
現地研修会

　春・夏野菜の後作としてブロッ

コリーの現地ほ場を視察し、作物

の研修や相談などを行います。

◆日時／９月４日（月）午後１時

30分～

◆会場／ＪＡ秋田おばこ太田支所

◆申込受付期限／８月28日（月）

【問い合わせ・申し込み】

各ＪＡ営農センター

仙北地域振興局農林企画課

☎ 0187-63-6111まで

研修を希望される方へ
食品表示の出張講座

　JAS法に基づく食品表示に関す

る出張講座を行っています。食品

販売・加工事業者など、講座を希望

される方はお問い合わせください。

【問い合わせ・申し込み】

秋田農政事務所地域第四課

☎ 0187-63-3220まで

仙北農業チャレンジプラン
しゃべってミーティング

　売れる農産品・加工品づくりのヒ

ントを探す無料の情報交換会です。

◆日時／８月30日（水）午後１時

～３時

◆会場／大曲エンパイヤホテル

◆定員／50人

◆申込受付期限／８月21日（月）

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局農林企画課

☎ 0187-63-6111まで

観世流能楽講座
第２回大仙能楽さんぽ

　能に親しむ講座です。たくさん

の参加をお待ちしています。

◆日時／８月31日（木）午後２時

～３時45分

◆会場／大曲中央公民館

◆参加費／3,000円

【問い合わせ・申し込み】

下山順子さん

☎ 0187-63-2590まで

小型車両系建設機械
特別教育講習会

◆期日／９月14 日（木）・15 日

（金）

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲地域職業訓練センター

◆定員／30人

◆受講料／10,000円

◆申込受付期限／９月１日（金）

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

学校裏の福部内川で橋梁工事「東大曲小学校へ続く新通学路」

　東大曲小学校への通学路として、学校裏の福部内川に橋を架ける工事を行ってい

ます。橋は年内中に完成予定で、完成後は戸蒔、大槻方面からの通学がしやすくな

ります。詳しくは今後の広報でお知らせします。

【問い合わせ】

教育委員会学校教育課☎0187-63-1111内線335まで
東大曲小学校裏の橋梁工事。

昨年のポスター
中学校の部で最
優秀賞を受賞し
た佐藤柚花さん
（西仙北東中）の
作品。
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おいしい枝豆が日本を元気に
「えだまめサミット｣秋田大会

　枝豆について語るイベント。王

理恵さんによる講演会やパネル

ディスカッションを行います。

◆日時／９月９日（土）午前10時

～午後３時

◆会場／仙北ふれあい文化センター

【問い合わせ】

農林振興課

☎ 0187-63-1111内線246まで

カヌーに乗って川を見よう
カヌークルージング

　川をクリーンアップし、カヌー

で川を観察します。雨天・増水時は、

延期・中止する場合があります。

◆コース／丸子川船着場から神宮

寺船着場まで

◆対象／小学校３年生以上

◆日時／９月２日（土）午前９時

30分～正午

◆会場／姫神橋下流右岸バーベ

キュー広場

◆定員／30人

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局地域企画課

☎ 0187-63-5226まで

イベントたくさん
第４回「病院祭」

　各種相談コーナーのほか、マー

チングや特産品販売、舞踊なども

行います。

　病院祭の時間帯は駐車場を無料

開放しています。

◆日時／９月３日（日）午前９時

30分～午後２時30分

◆会場／仙北組合総合病院１階玄

関ホールほか

【問い合わせ】

仙北組合総合病院

☎ 0187-63-2111まで

大曲仙北地域の
自殺予防を考えるフォーラム

　地域の自殺予防を考える講演会

とシンポジウムを行います。

◆日時／９月19日（火）午後１時

30分～４時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆申込受付期限／９月１日（金）

【問い合わせ・申し込み】

大仙保健所健康増進班

☎ 0187-63-3403まで

入札を行います
県有地の売却

　詳しくはお問い合わせください。

◆地番・面積／大仙市大曲須和町

２丁目757番・666.99㎡

◆予定価格／25,679,000円

◆入札日時／９月８日（金）午前

10時30分

【問い合わせ】

秋田県会計管財課

☎ 018-860-2736まで

手数料は証紙で受け付け
銃砲刀剣類登録審査会

　登録したい銃砲刀剣類と手数料、

発見届出済証をお持ちください。

代理の方は委任状が必要です。

◆日時／９月８日（金）・11月10

日（金）・平成19年１月10日（水）・

３月９日（金）の午前９時～正午

◆会場／秋田県庁第二庁舎５階

◆料金／登録申請手数料 6,300

円、再交付申請手数料3,500円

【問い合わせ】

秋田県教育庁文化財保護室

☎ 018-860-5194まで

農業の担い手のために
品目横断的経営安定対策

　新たな米対策となる「品目横断

的経営安定対策」の加入手続きが

９月から始まります。

◆対象／秋まき麦を作付けする方

◆受付期間／９月１日（金）から

11月30日（木）まで

◆申請場所／秋田農政事務所地域

第四課

【問い合わせ】

大仙市役所各農林振興課

JA秋田おばこ各支所営農センター

秋田農政事務所地域第四課

☎ 0187-63-3220まで

９月はこの地域です
電気設備定期調査

　各家庭の電気設備を調査し、結

果をお知らせしています。

◆９月の調査対象／【大曲地域】

大曲日の出町２丁目、本藤木、中

野、木内、布晒【仙北地域】繁昌、

上野田、上高梨【太田地域】相野、

上北（国見）

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

愛します守ります日本の海
海上保安大学校生採用試験

◆受験資格／昭和61年４月２日

以降に生まれ高校を卒業した方、

19年３月までに卒業見込みの方

◆試験日／10月28日（土）・29日

（日）

◆会場／秋田市港湾合同庁舎

◆申込書請求・申し込み先／〒

011-0945 秋田市土崎港西1-7-35

秋田海上保安部

◆申込受付期間／８月24日（木）

から９月５日（火）まで※消印有効。

【問い合わせ・申し込み】

秋田海上保安部管理課

☎ 018-845-1621まで
http://www.jinj i-shiken.jp/

moushikomi-s38.html

ファミリー
マート

大曲須和町
２丁目 至福田町

至上大町秋田銀行
大曲支店サンクス

情報交差点情
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株式会社 仙北印刷所

　人　口　94,730 人（－ 66）

　　　男　44,945 人（－ 42）

　　　女　49,785 人（－ 24）

　世帯数　30,459世帯（＋ 2）

（７/31現在）

大
仙
市
と
仙
北
市
の
み
な
さ
ん
が
出
演
す
る

「
ふ
る
さ
と
競
演
」の
公
開
収
録
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
が
、
ゲ
ス
ト
歌
手
の
応
援
団
長
と

共
に
、地
域
や
芸
能
自
慢
な
ど
を
対
抗
戦
形
式

で
く
り
広
げ
る
、明
る
く
楽
し
い
番
組
で
す
。

　
出
演
者
の
生
き
い
き
と
し
た
表
情
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
や
豊
か
な
暮
ら
し
ぶ

り
を
秋
田
県
全
域
に
発
信
し
ま
す
。観
覧
を
希

望
す
る
方
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局「
ふ
る
さ
と

競
演
」係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ふるさと

演競演

NHKNHK公開収録公開収録

◆日時／９月24日（（日）開場：午後４時、開演：午後４時45分

◆会場／大曲市民民会館

◆出演者／松原ののぶえ、石原詢子、大仙市・仙北市のみなさん

◆申し込み方法／／

郵便往復はがきにに、郵便番号・住所・名前（往信用裏面には電話番号も

記入）を明記してて申し込みください。応募多数の場合は抽選のうえ入場

整理券（１枚で２人人入場可）を送付いたします。入場は無料です。なお、電

話での申し込みみはできませんのでご了承ください。

◆あて先／

〒010-8501（住所不要）NHK秋田放送局「ふるさと競演」係

◆申込受付期期限／９月１日（金）必着

◆放送予定時時間／NHK総合テレビで放送予定（放送日未定）

【問い合わせ】
NHK秋田放送局☎018-824-8100
※応募の際にいただいた情報は、受信料のお願い
に使用させていただく場合がございます。

松松 原のぶえさん 石 原 詢 子さんさ

▼
不
法
投
棄
廃
棄
物
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
材

に
行
っ
て
き
た
。
緑
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
風
景
が

広
が
る
な
か
、
不
法
投
棄
の
現
場
は
あ
っ
た
▼
不

法
投
棄
に
は
、
ビ
ン
・
缶
類
の
よ
う
な
日
常
の
ご

み
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
危
険
物
、
ス
ト
ー
ブ
や

大
型
農
業
用
機
械
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
初
め
て
目
に

し
た
不
法
投
棄
の
現
場
、
美
し
い
環
境
と
隣
り
合

わ
せ
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
に
怒
り
と
遺
憾
千
万
の
思

い
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
▼
今
回
の
特
集
と

は
別
だ
が
久
し
ぶ
り
に
山
に
登
っ
た
。
自
然
の
造

形
美
、
手
が
届
き
そ
う
な
青
空
、
緑
が
美
し
い
山

の
風
景
に
心
が
洗
わ
れ
、
地
球
の
息
づ
か
い
と
生

命
の
す
ば
ら
し
さ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
す

る
▼
大
仙
市
は
、
ほ
た
る
が
飛
び
交
う
小
川
や
太

古
の
昔
の
ま
ま
の
姿
で
残
る
手
付
か
ず
の
森
な

ど
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

自
然
遺
産
を
後
世
に
残
す
た
め
に
は
、
一
人
一
人

が
協
力
し
環
境
の
大
切
さ
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▼
不
法
投
棄
を
見
た
後
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、

久
し
ぶ
り
の
登
山
は
自
然
の
大
切
さ
を
強
く
再
確

認
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
に
な
っ
た
。

（
朋
）




